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【2018 ＷＴＳ横浜大会 “エイジ・パラトライアスロン” 競技運営マニュアル】

海野・志賀 2018 年 4 月 27 日版

＊本資料の日時・人数は確認中のものも含むため変更あり予定

【本マニュアルは、主に下記のメンバー向けの資料です】

「SEA（スイム・エグジット・アシスタント）」「パラ担当」「ハンドラー」 「パートチーフ（or 先導）」

●エイジパラ 基本方針

・選手のサポートを行う業務であり、安全第一（選手・スタッフともに）を心掛ける。

・「選手ごとに、必要なサポートを、必要なだけ」行う。過剰なサポートは不要。

・エリートとは異なるエイジのパラなので、できるだけ完走してもらう

●適用ルールと、カテゴリー、サポート内容

・本大会はエイジパラでは TRI カテゴリーを使用するため、適用ルールは基本的に、2013 ITU 競技規則１７章
（日本語訳あり） http://www.jtu.or.jp/news/2013/130517-1.html に従う。ただし、エイジパラで、裾野
を広げ、できるだけ完走してもらうために、技術代表や審判長判断で、変更して運用される部分はあり得る。

・カテゴリーとハンドラー（ITU 競技規則より一部抜粋）

＊上記の選手人数に、ＡＳＴＣオープン参加選手が６名程度 TRI2～5 で参加予定（表彰対象外）

＊今回は、異性ハンドラーが認められている

・サポート内容 （選手ごとのサポート要望を優先する。選手ごとのサポート要望は別紙シート。）

① 義肢や他の補助具に関する支援、②ハンドサイクルや車椅子への乗降の支援、③ウェットスーツや衣類
の脱衣、④トランジションやホイールステーションでの自転車の修理、他のパラトライスロン競技者
の競技用具の修理。⑤バイクをラックにかける。

注意：競技者を前進させる支援は失格の理由となる

カテゴリー スイム
キャップ

身体障害と使用器具等 ハンドラー 選手
人数

参考

PT 比較

TRI1 レッド 車椅子利用者（半身不随、四肢麻痺等）。BIKE は
ハンドサイクル、RUN は競技用車いすを利用す
る。

2 名まで 7 PTW
C

TRI2 イエロー 膝上切断を含む重度の足の障害。BIKE は自転車、
RUN は義足かクラッチ（松葉づえ）を利用する。

1 名まで
2018/04/
25 現在荒
力さんが
T3４ダブ
ってるので
T4 で 1 名
マイナス

2

PTS2
～

PTS5

TRI3 その他身体障害（多発性硬化症、筋肉ジストロフ
ィー、脳性麻痺など）。BIKE は自転車かトライサ
イクル、RUN は支持具、義肢の利用可能。

3

TRI4 腕の機能障害、麻痺、肘上／肘下の切断、両腕の
障害含む。BIKE、RUN の一方または両方で、義
手／支持具／つり紐などの利用可能。

5

TRI5 中程度の足の障害、膝下切断を含む。BIKE は自転
車、RUN では義足かクラッチ（松葉づえ）を利用
できる。義足と松葉づえの同時利用は許可されな
い。

3

TRI6a,6b グリーン
(ホワイ
ト：Guide)

視覚障害者。6a は完全な視覚障害、6b は部分的
な視覚障害。同姓のガイド 1 名がレース全体を通
じて伴走しなければならない。

ガイドがハ
ンドラーを
兼任

15 PTVI

合計 35
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●役割分担

・エイジパラ審判 TD：小金澤 aTD：海野 チーフ：志賀 サブチーフ：浅野

・SEA・パラ担当チーフ：志賀 サブチーフ：浅野 その他メンバー全１８名

・各担当審判 エイジパラ審判業務で、お願いしたいことを、下記「●競技運営フロー」内にまとめます。

●SEA 注意事項

・SEA は、水の中に入って選手を抱えてサポートします。胸まで水に浸かる想定で、着替えも含めた準備をお願
いします。ウェットスーツも可です。（靴は必須。時計は選手への怪我防止のためなるべく外しておく。各自準
備。転倒防止とトランジションとの往復等もあるため）

・選手の安全はもちろんのこと、自分の安全にも十分注意してください。特に選手は水に濡れた状態で、桟橋の
足元は濡れているので転倒には十分注意してください。

・SEA は、選手にはハンドラーＴシャツを見せて、サポートができることを示して下さい。ハンドラーＴシャツ
は現地で配布します。

・SEA 業務終了後、審判員として配置に着くため、ハンドラーＴシャツ、審判員シャツの着替えが発生します。
何か着た上にハンドラーＴシャツ、審判員シャツを重ね着すると着替えが簡単です。

●タイムスケジュール（事前トレーニング、エリートパラ対応含む）

４/ 28(土) SEA・パラ支援講習会

13:00～15:00 横浜市体育協会地下１Ｆ会議室（開始１５分前に裏口前にご集合ください）

（確認中）5/10(19:00～21:00 エリートパラ ルールセミナー ＠ホテルモントレ/リッチモンド ←可能な
ら参加
5/11(金) パラ試泳対応、エリート向け説明会など

15:00～17:00 ＳＥＡトレーニング＆エリートパラスイム試泳サポート

山下公園スイムスタートポンツーン前集合（開始１０分前にご集合ください。）

（確認中）17:00～19:00 パラトライスロン エリート説明会

（確認中）19:00～20:00審判員／競技スタッフ向け説明会①（全体説明） ＠ホテルモントレ

5/12(土) エリートパラ SEA、競技説明会対応など

（確認中）05:30 集合（山下公園競技団体テント横入口）

（確認中）05:35 SEA 打合せ／配置（セキュリティエリア出入りのため、審判員シャツを着て
移動）

（確認中）05:40 スイムエグジットエリア配置確認。

SEA 直前確認（パートナー、配置、搬送方法など）

06:55 エリートパラ スタート

SEA 対応後は審判員シャツに着替え、本部テント(KTU)で待機。

（エリート女子のバイク移動対応予定）

（確認中）15:20～ バイク預託対応（トランジションへ集合。指示はトランジションＣ
より受ける）

16:30～17:30 エイジパラ競技説明会準備（海野、志賀、浅野）

17:30～18:30 エイジパラ競技説明会 開港記念会館６号室（２階）＊７号室より６号室に変更

5/13(日) エイジパラ SEA

（確認中）05:30 集合（山下公園競技団体テント横入口）

（確認中）05:35 SEA 打合せ／配置（セキュリティエリア出入りのため、審判員シャツを着て
移動）
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SEA9 名は SEA 準備

（確認中）05:40 スイムエグジットエリア、プレトランジション、トランジション１ 準備開
始

ほか SEA9 名は T1:2 名 T2:2 名 アンクルバンド:2 名 バイクチェック:3 名ヘルプ

（確認中）07:00 SEA 集合・直前確認（パートナー、配置、搬送方法など）

07:15 エイジ・パラ スタート ＊２グループに分かれて５分間隔でスタート予定

（確認中）07:50 SEA 反省会（トランジション１付近）。

（確認中）（以降は割り当てパートへ。志賀+2 名 TR1 最終コーナー 浅野+2 名 T2 への荷物移動＆T2
補助

3 名 T2 補助 6 名リカバリエリアへ荷物移動、このうち 2 名は Finish サポートへ、3 名鉄柵移動＋乗降
車ラインチェック、T2 補助）

●距離、コース

TRI1 25.75Km

スイム：0.75km／山下公園前海域（0.75km×1 周回）

バイク：20km／山下公園～新山下方面（6.6km×3 周回）

ラン ：5km／山下公園～山下ふ頭（5km×1周回） ※バイクコース使用 （競技用車いす）

TRI2-6 25.75Km

スイ ム：0.75km／
山下公園前海域 （0.75km×1
周回）

バイ ク：20km／山
下公園～新山下 方面（6.6km×
3 周回）

ラン ： 5km／山下公
園～山下ふ頭～ 象の鼻パーク
（4km×1.25 周 回）

図 1 山下公園付近 拡大図
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●エイジパラ競技運営フロー

【前日(5/12)】

＜運営＞

・前日(5/12)のバイク預託は、トランジション２（Ｔ２）で実施する。

並びは、乗車ラインに近い方からTRI6～1の順。TRI1は選手１人あたり２mのスペース要

・前日預託をした場合には、当日(13 日)朝に、Ｔ１へ移動する。

【スタート前】

＜運営＞

・トランジション２でセッティングした後の、選手の移動動線確保。（Ｔ２→氷川丸前→Ｔ１）

・トランジション１でバイク等チェック （パラ担当２名）

・プレトランジションエリアのセット

- スイムエグジットエリアから上がった場所に、プレトランジションエリアを設ける。

- TRI1 選手の移動用車いす、TRI2-5 選手の義足、クラッチ等を置く場所を整理する。

- 選手に渡す飲み物も準備

トランジション担当審判

へのお願い

前日バイク預託の対応をお願いします。

バイクラックの場所も、現場判断で変更ＯＫです。（昨年は、海に向かって、
バイク出口を挟み、TRI1～5 は右に、タンデムバイクの TRI6 は左に設置）

図 2 エイジパラ コース概略図
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・プレトランジッションエリアでの注意点

- パラ選手の最後尾がエイジ選手入水チェックと交錯する場合、スイムエクジットエリア側へ椅子
等の配置を SEA が適宜移動させる。

・トランジション１（Ｔ１）のセット

- エリートパラトライアスロンと同じ個所を使用する。（ポンツーンから氷川丸へ行く途中）

- 荷物用かごにレースナンバーを記載した紙を乗せる。

- 荷物用かご、選手用椅子、バイクの順で並べる＝選手の隣に自分の荷物かごを置くようにする

- 並びは、乗車ラインに近い方よりTRI6～1の順。少なくともTRI1の選手は１人あたり幅２mのス
ペース要。（車いすも置くため）

ラン担当審判

へのお願い

・Ｔ２～氷川丸～Ｔ１までの誘導等をお願いします

備品 （確認中）スリングシート（5 枚）、 タモ（１本）、 椅子（10 個）

SEA 用Ｔシャツ（18 枚＋予備）

図 3 プレトランジションエリア概略図
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・コースの設定（ゲートを開けＴ１～氷川丸～エイジトランジション） （海野指示で SEA 実施）

- Ｔ１からバイクコースに直進するため、２か所（Ａ，Ｂ）のゲートを開ける。

- パラ選手がすべて通過したら、原状復帰する。（後述）

備品 荷物用かご（35 個+ASTC 参加者分 10?）、 選手用椅子（35 個+ASTC 参
加者分 10?）

荷物かご用レースナンバー、 選手椅子用レースナンバー

荷物(ウェットスーツ等)保管用ビニール袋（35 枚+ASTC 参加者分 10?）、

図 5 並び順

図 4 トランジション１概略図

図 6 Ｔ１後コースの設定
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【スイム・プレトランジションエリア】

＜運営＞ スタート時間は、全カテゴリー同時。（０７：１５）

（確認中）カットオフ時刻は、スタートの４５分後 （０8：００）

＜サポート＞ スイムエグジットを、SEA が対応 （１４人予定）

TRI1（赤キャップ） 2 名ペアで、スリングシートを使用し、プレトランジション

エリアまで運ぶ。坂は移動用車いすを押してもＯＫ。

TRI2-5(黄キャップ) 必要に応じてサポートする。坂を必要に応じてサポート。

TRI6(緑キャップ) ガイドがサポートするので、SEA はサポート不要。

プレトランジションエリアでウェットスーツを脱ぐことを可とします。Ｔ１まで持っていく

ことをサポートするのも、必要に応じてＯＫとします。

【トランジション１（Ｔ１）】

＜運営＞ 荷物用かごへの入れ間違いの注意を促す。

・TRI1は、乗車ライン前の乗車可。乗車ラインではいったん停止。

＜サポート＞ SEA と審判員で対応

・T1利用終了後、 ①TRI1の車いすを、T1からフィニッシュに運んでおく ②T1のカゴの
ウェットスーツ等を、リカバリーエリアに運んでおく
・義足等を、T1からT2に運ぶ必要のある選手の分は、T2へ運ぶ。
・スイム～中央エイド間はラン担当ＴＯ。バラ園出入口はSEAがボランティア等に観客コント
ロールを依頼。

【バイク】

＜運営＞ エイジと同じコースを使用する。

Ｕターン箇所で、TRI１や TRI６の選手が止まった場合のサポートは可

＜サポート＞ 特になし。

エイドステーション担
当へ

ポンツーンからＴ１の間に、パラのエイドを設置・運営願います

スイム担当審判

へのお願い

カットオフ対応をお願いします。選手が自らの力で泳げない等の危険な場
合は、救助リタイア勧告等の対応をお願いします。

トランジション担当審判

へのお願い

・Ｔ１での乗降者ラインの審判業務をお願いします。（３名程度）

ラン担当審判

へのお願い

・Ｔ１～氷川丸～エイジトランジションまでの誘導等をお願いします

・全選手通過後、氷川丸～エイジトランジション間のゲートの閉鎖をお願
いします。（海野が指示） （図６参照）
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＜必要機材＞ 特になし。

【トランジション２（Ｔ２）】

＜運営＞ 降車地点でのサポートを必要に応じて行う。

必要に応じてバイクからランに移る際のサポートを行う。（おそらく TRI1 選手のみ）

＜サポート＞ ハンドラー（パラ担当ハンドラーは２名予定）と審判員で対応

＜必要機材＞ 特になし。

【ラン】

＜運営＞ TRI1 は、競技用車いすで、バイクコース（山下ふ頭内の 折り返しは無し）を 1 周。

ホテルニューグランドの山下公園中央口を右折し公園内に入ります。

鉄柵の移動と、ランコース内（山下公園内）の誘導を、パラ担当ハンドラーと審判員、および

現場スタッフで実施する。公園内に入った箇所の誘導をパラ担当ハンドラーが行なう。

TRI2-6 は、エイジと同じランコースを使用。

＜サポート＞ 現場審判員、現場スタッフ、パラ担当ハンドラー（２名予定）

＜必要機材＞ 特になし。

バイク担当審判

へのお願い

・Ｕターン箇所で、TRI１や TRI６の選手が止まった場合のサポートをお願
いします。

エイド担当審判

へのお願い

・TRI1 のハンドサイクルや、TRI1 ラン時の競技用車椅子には、ひざまず
いて、対応をお願いします。

・TRI1 ランスタートのタイミングは、後述の無線タイミングを参考にして
ください。

トランジション担当審判

へのお願い

・降車時のサポートを必要に応じてお願いします。（特に TRI2～5 の選手
はバイクの降車時に気をつける。理由は降車時に疲れていてビンディング
がうまく外れず転倒する可能性が高いので、外れなかったり、倒れそうな
場合のみサポートする。）

・TRI1 選手(７名)がランスタートしたら、レースナンバーをパラ担当（志
賀）まで伝えてください。（詳細後述）

バイク担当審判

へのお願い

（確認中）・エイジバイク並走時の安全確保のため、及び入る際の鉄柵の移
動のコントロールを行うために、TRI1 の×選手の追走をお願いします

・鉄柵の移動はパラ担当（志賀）と審判員及び現場スタッフが実施します。

・TRI1 選手が、ランコース誘導地点(ホテルニューグランド前)に接近して
いることを、レースナンバーと共に無線でパラ担当（志賀）まで伝えてく
ださい。（詳細後述）
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【フィニッシュ】

＜運営＞ フィニッシュした選手のサポートを行う。（競技用車いすが止まらない場合など）。TRI１の競
技用車椅子は、時速２０Ｋｍほどスピードが出るため、止めす際は座席後ろのバーを握り止める。

＜サポート＞ パラ担当２名と審判員で対応

＜必要機材＞ 特になし。

★☆★ TRI１選手のランコース誘導オペレーション ★☆★

TRI1 選手はランパートを、競技用車いすを使用し、バイクコースを走ります。ホテルニューグランド前(バイ
クコース)から、山下公園内(ランコース)へ誘導しますが、選手が接近してきたときだけ、一時的に一般の方の
通行を止めて誘導するオペレーションになります。選手の接近が分かりやすいよう、以下のようなオペレーショ
ンにご協力お願いします。

Ａ．TRI1 選手が、ランスタートしたことを伝えてください。（トランジション担当）

Ｂ．TRI1 選手が、山下ふ頭を終え、新山下方面へ向かったことを伝えてください。（バイク追走担当）

⇒Ｄで、ランパートへの誘導路の準備を開始します。（まだ一般の方の通行制限はしません）

Ｃ．TRI1 選手が、間もなくランコース誘導地点（Ｄ）に近づくことを伝えてください。（バイク追走担当）

⇒Ｄで、一般の方の通行を止め、選手が通行できるようにします。

Ｄ．ランコース誘導地点。ランコースから、山下公園内のランコースへ誘導します。

誘導が終われば鉄柵は元に戻し、一般の方の通行制限を解除します。

図 7 TRI1 誘導オペレーション

フィニッシュ担当審判

へのお願い

・必要に応じてフィニッシュした選手のサポートを行ってください。例え
ば、TRI1 の競技用車いすでのフィニッシュは、疲れのためブレーキは十分
でなく、フィニッシュエリアも狭いため、突っ込んで来た場合は、フィニ
ッシュ担当が止める必要があります。
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【その他共通事項】

＊パラの参加者の選手（ガイド・ハンドラー含む）のＴシャツは、前日の競技説明会会場で渡すとのこと

＊パラの選手へのレースナンバーシールは TRI1～TRI5 までは、全選手に 2 セット封入し送付。「２セット同封

しております。プレトランジションに置く装具・器具等に貼付する際にご活用ください。ただし、TRI6 の方に

ついては、GUIDE のレースナンバーシールを同封しております。」と注記とのこと。

今年は、GUIDE のレースナンバーに、「GUIDE 61」等の、サポート選手のナンバーが入ります。

●参加選手 ＊下記にＡＳＴＣオープン参加選手 ６名予定が追加

ガイドのスイムキャップは白。

ガイド及びハンドラーのレースナンバーには、NO 無し。 ガイド→GUIDE、ハンドラー→HANDLER

備品 ハンドラー用シャツ 18 人分

黒塗りメガネ（基本不要だが、最終決定は前日の説明会予定）
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●ヒアリングシート ：今年も作成・事前配布し、説明会時に回収予定。（差替え）

●SEA・パラ担当一覧

レースＮＯ カテゴリ □TRI1 □TRI2 □TRI3 □TRI4 □TRI5 □TRI6 a □TRI6 b

氏名

氏名（かな）

性別 □　男性　　　□　女性

ハンドラ

ガイド □　有 (名前　　　　　　　　　）　　　□　無

障がいの部位/

状況

今までのレース □レースは初めて　　　 □２～５回 □６回以上

経験

予想タイム フィニッシュまでの予想タイム　：　　　時間　　　分程度

スイム　750mの予想タイム　：　　　　　分程度

バイク　20Kmの予想タイム　：　　　　　分程度

ラン　　５Kmの予想タイム　：　　　　　分程度

サポートポイント

1.サポート

不要
４.その他

内容

大会運営側で

準備して欲しい

もの（椅子等）

備考

２.スイム・アップ～プ

レトランジション

３.プレトランジ

ション～Ｔ１


